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(57)【要約】
　本発明は、多電極コロナ放電アレイのためのバラスト
回路およびそれを製造するための方法を提供する。この
回路は、導電性プラスチック材料と導電性プラスチック
材料から突き出ている少なくとも１つのコロナ電極とを
備える。プラスチック材料とコロナ電極との間の距離は
電気抵抗を変化させて制御し、回路の電圧絶縁破壊を決
定する。さらに粒子捕集表面を備える。粒子捕集表面は
、回路設計および構成に応じて、導電性プラスチック材
料の内部に配置したり、あるいは電性プラスチック材料
から離して配置することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　静電式粒子捕集システムのためのバラスト回路であって、
第１端および第２端を有し、第１端が電源に接続される導電性プラスチック材料と、
　導電性プラスチック材料の第２端から突き出ている少なくとも１つのコロナ電極とを備
えることを特徴とするバラスト回路。
【請求項２】
　コロナ電極に向かい合って設置される粒子捕集表面をさらに備える請求項１に記載のバ
ラスト回路。
【請求項３】
　粒子捕集表面はコロナ電極に関して同心的に配置される請求項２に記載のバラスト回路
。
【請求項４】
　粒子捕集表面はプラスチック材料から離して配置される請求項２に記載のバラスト回路
。
【請求項５】
　粒子捕集表面は導電性材料を含む請求項２に記載のバラスト回路。
【請求項６】
　電源への接続を行うために導電性プラスチック材料の第１端に結合される導電性金属を
さらに備える請求項１に記載のバラスト回路。
【請求項７】
　導電性プラスチック材料とコロナ電極との距離は、約０．０１インチ（０．２５４ｍｍ
）から約０．５インチ（１２．７ｍｍ）の範囲である請求項１に記載のバラスト回路。
【請求項８】
　導電性プラスチック材料のバルク抵抗率は、約１０８オーム・センチメートルから約１
０１０オーム・センチメートルの範囲である請求項１に記載のバラスト回路。
【請求項９】
　静電式粒子捕集システムのための放射形状のバラスト回路であって、
内面および外面を有し、外面が電源に接続される導電性プラスチック材料と、
　導電性プラスチック材料の内面から突き出ている少なくとも１つのコロナ電極とを備え
、
　導電性プラスチック材料の内面とコロナ電極との距離により、電気抵抗が変化し、バラ
スト回路の電圧絶縁破壊が決定されることを特徴とするバラスト回路。
【請求項１０】
　コロナ電極に関して同心的に配置された粒子捕集表面をさらに備える請求項９に記載の
バラスト回路。
【請求項１１】
　導電性プラスチック材料の外面を囲む導電性金属をさらに備え、前記金属により電源へ
の接続が行なわれる請求項９に記載のバラスト回路。
【請求項１２】
　静電式粒子捕集のための平面形状のバラスト回路であって、
頂面および底面を有し、頂面が電源に接続される導電性プラスチック材料と、
　導電性プラスチック材料の底面から突き出ている少なくとも１つのコロナ電極とを備え
、
　導電性プラスチック材料の頂面とコロナ電極との距離により、電気抵抗が変化し、バラ
スト回路の電圧絶縁破壊が決定されることを特徴とするバラスト回路。
【請求項１３】
　コロナ電極に向かい合って配置される粒子捕集プレートをさらに備え、粒子捕集プレー
トは導電性プラスチック材料から離して配置される請求項１２に記載のバラスト回路。
【請求項１４】
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　導電性プラスチック材料の頂面に結合された導電性金属をさらに備え、前記金属により
電源への接続が行なわれる請求項１２に記載のバラスト回路。
【請求項１５】
　静電式粒子捕集のための多電極コロナ放電アレイのためのバラスト回路を製造する方法
であって、
第１端および第２端を有し、第２端が電源に接続される導電性プラスチック材料を形成す
る工程と、
　少なくとも１つのコロナ電極を導電性プラスチック材料の第１端の内部に埋め込む工程
とを含むことを特徴とするバラスト回路製造方法。
【請求項１６】
　粒子捕集表面をコロナ電極に向かい合わせて配置する工程をさらに含む請求項１５に記
載のバラスト回路製造方法。
【請求項１７】
　粒子捕集表面はコロナ電極に関して同心的に配置される請求項１６に記載のバラスト回
路製造方法。
【請求項１８】
　粒子捕集表面はプラスチック材料から離して配置される請求項１６に記載のバラスト回
路製造方法。
【請求項１９】
　コロナ電極の侵入深度を変化させる工程をさらに含み、侵入深度はコロナ電極と導電性
プラスチック材料の第１端との距離により決定される請求項１５に記載のバラスト回路製
造方法。
【請求項２０】
　導電性プラスチック材料の抵抗率を変化させる工程さらに含み、抵抗率は導電性プラス
チック材料中の導電性ドーパントの量により決定される請求項１５に記載のバラスト回路
製造方法。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本願は、２００５年９月２９日出願の米国仮特許出願第６０／７２２,０７８号に基づ
く優先権を主張するものである。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は一般に静電式粒子捕集システムに関し、より詳細には、静電式粒子捕集システ
ムの多電極コロナ放電アレイのためのバラスト回路を製造するための方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　多電極コロナ放電アレイを使用する高効率で低電力の粒子捕集装置が存在する。粒子捕
集のための多電極コロナ放電アレイの利点は、米国特許出願１１／４０５，７８７（２０
０６年４月１８日出願、名称「System and Method for Spatially Selective Particulat
e Deposition And Enhanced Particulate Deposition Efficiency」）、米国特許出願１
０／３８６，２５２（２００３年３月１１日出願、名称「Corona Charging Device and M
ethods」）及び、米国特許第７，０６２，９８２Ｂ２（２００３年６月２４日出願、名称
「Method And Apparatus for Concentrated Airborne Particle Collection」）に記述さ
れている。
【０００４】
　多電極コロナ放電アレイの適切な動作に必要とされる主要な回路要素は、高電圧直流電
源と各コロナ電極との間に電気的に直列に接続される抵抗である。この抵抗はバラスト抵
抗として知られている。バラスト抵抗の主たる機能は、プラズマが始動される時、及び定
常状態で動作する間に任意の個々のコロナ電極を通る電流を制限することである。
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【０００５】
　電気的放電が始動される時の電圧は、多電極システムの各コロナ電極に関して変化する
ことが知られている。さらに、最初の電気的放電以降の空気の抵抗値は、放電を維持する
ために必要とされる電圧が最初の放電開始電圧より著しく低くなるように劇的に低下する
。従って、これらの要因を考慮すると、全ての電力を単一のまたは少数の電極を通じてコ
ロナ放電に供給することが可能である。結果として生じる不均一なプラズマは、多電極コ
ロナ放電システムの第一の利点、すなわち粒子捕集領域内の電界および電荷濃度の均一性
を無効にしてしまう。
【０００６】
　バラスト抵抗を各コロナ電極に対して設けることは、任意の１つのコロナ電極に供給さ
れる電力を制限することによってプラズマの不均一性の問題を解決する。１つの電極を通
る電力は、より多くの電流がバラスト抵抗を通して電極に流れる時に電極電圧を低下させ
ることによって制限される。バラスト効果は、他の電極が連続的なプラズマを始動させ維
持する電圧レベルに電源電圧が調節するのを可能にする。
【０００７】
　このバラスト機能はいくつかの電気的要件をバラスト抵抗に課す。２つの主要な要件は
抵抗の端子間の電圧絶縁破壊および抵抗値である。これらの要件は電極の形状およびプラ
ズマ電力密度と共に変化する。静電式の放射状形状の粒子捕集器に使用されるバラスト抵
抗の電圧絶縁破壊の値は、典型的には９ｋＶである。この捕集器に使用されるバラスト抵
抗のそれぞれについての抵抗値は２Ｇオームである。
【０００８】
　上記の特性を有する抵抗器は商業的に製造されている。しかし、その絶縁破壊および抵
抗の値は、通常、ほとんどの電気的用途において需要が多くない。その結果、これらの抵
抗器は、通常、より低い電圧でより低い値の抵抗器よりはるかに高価である。一例として
、表面実装パッケージの５０Ｖ、１００ｋオーム抵抗は通常０．０１ドル（１円）未満で
購入することができる。放射状捕集器に使用される１０ｋＶ、１Ｇオーム抵抗器は、少量
の場合には約１ドル（１００円）を要する。大部分の商業用および工業用粒子捕集用途の
ためには、必要とされる電極数は通常３０より多く５００未満である。１０８個の１Ｇオ
ーム、１０ｋＶ抵抗器と等価な物を作るのに必要とされるプラスチック材料のコストは約
０．５０ドル（５０円）であり、コストにおいて２１６倍の改善をもたらす。
【特許文献１】米国特許出願１１／４０５，７８７（２００６年４月１８日出願、名称「
System and Method for Spatially Selective Particulate Deposition And Enhanced Pa
rticulate Deposition Efficiency」）
【特許文献２】米国特許出願１０／３８６，２５２（２００３年３月１１日出願、名称「
Corona Charging Device and Methods」）
【特許文献３】米国特許第７，０６２，９８２Ｂ２（２００３年６月２４日出願、名称「
Method And Apparatus for Concentrated Airborne Particle Collection」）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従って、多コロナ放電アレイの抵抗バラスト作用を提供する高度に効率が良く幾何学的
にフレキシブルでコスト効果の高い材料に対するニーズが当技術分野に依然として存在す
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、静電式粒子捕集システムのためのバラスト回路およびそれを製造するための
方法を提供する。この回路は、第１端が電源に接続されるような第１端および第２端を有
する導電性プラスチック材料を備える。また、この回路は、導電性プラスチック材料の第
２端から突き出ている少なくとも１つのコロナ電極も備える。
【００１１】
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　１つの実施形態において、静電式粒子捕集システムのための放射状構成のバラスト回路
は、その外面が電源に接続されるような、内面と外面とを有する導電性プラスチック材料
を備える。また、この回路は、導電性プラスチック材料の内面から突き出ている少なくと
も１つのコロナ電極も備え、導電性プラスチック材料の内面とコロナ電極との間の距離が
電気抵抗を変化させ回路の電圧絶縁破壊を決定する。
【００１２】
　他の実施形態において、静電式粒子捕集システムのための平面的構成のバラスト回路が
、その頂面が電源に接続されるような頂面と底面とを有する導電性プラスチック材料を備
える。また、この回路は、導電性プラスチック材料の底面から突き出ている少なくとも１
つのコロナ電極も備え、導電性プラスチック材料の頂面とコロナ電極との間の距離が電気
抵抗を変化させ回路の電圧絶縁破壊を決定する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下により詳細に説明するように、導電性プラスチック材料は、多電極コロナ放電アレ
イの抵抗性バラスト作用のための要件を満たすことが示されている。代表的なバラスト抵
抗の電気的要件は、１０９オーム以上の抵抗値および端子の両端間での１０ｋＶ以上の電
圧絶縁破壊であり、導電性プラスチックは、この用途のための使用を可能にする材料特性
のユニークな組合せを有する。この材料を使用すれば、多数の（すなわち、１０個を越す
電極）放電要素が必要とされる多電極コロナ放電アレイを製造するためのコストがかなり
削減される。
【００１４】
　さらに、導電性プラスチックを多電極バラスト回路の抵抗素子として使用すると、粒子
捕集形態の変化に対応するために使用され得る回路設計と形態が非常に多くなる。円筒状
および平面的構成のための多電極バラスト回路に関して、図１Ａ、１Ｂならびに図２Ａお
よび２Ｂを用いて、以下に説明する。
【００１５】
　図１Ａに、本発明の１つの実施例による静電式粒子捕集バラスト装置１００を説明する
概略図を示す。本図は、装置１００の放射状構成の概略を示すものであるが、この装置は
他の幾何学的構成でも構築され得ることに留意されたい。装置１００は、好ましくはポリ
カーボネートまたは類似の機械的等級のプラスチック材料から成る本体１０２を有し、本
体１０２上には多電極バラスト回路１０４が配置される。回路１０４は、装置本体１０２
を部分的に取り囲む抵抗素子として、導電性プラスチック１０６を有する。回路１０４は
、図１Ａに示すように、導電性プラスチック１０６から突き出たコロナ電極１０８から成
るコロナ・アレイをさらに含む。また、好ましくは、円柱状の形状を有し導電性材料で作
られコロナ電極１０８に関して同心的に配置された捕集表面１１０も含む。捕集表面１１
０はコロナ電極１０８に対して向かい合って配置される。捕集表面１１０は、コロナ電極
１０８からの電気的コロナ放電を始動させ維持するための領域を提供する。装置１００の
頂部の矢印１１１は、装置を通過する粒子を含んだ空気の流れの方向を示す。さらに、水
分を捕集柱１１０の中央部にくみ上げるヒドロゾル抽出ユニット１１２が示され、次いで
この水分は捕集柱１１０から分かれて流れ図１Ａに示されるように捕集されたエアロゾル
微粒子を矢印１１４のように排出させる。また、装置を通して周囲の空気を吸込むために
使用されるファン１１６も示される。図１Ａに示されるように、高電圧電源（図示せず）
への接続が、導電性プラスチック１０６の表面に取り付けられた導電性テープまたは薄い
金属の細片などの導電性リング１１８に接続されたワイヤ（図示せず）によって、導電性
プラスチック材料１０６に対して成される。
【００１６】
　図１Ｂは、図１Ａのコロナ電極１０８を切断して得られる装置１００のバラスト回路１
０４の断面概略図である。このバラスト回路１０４は、放射状形状であるように構成され
ていることに留意されたい。従って、このバラスト回路１０４は放射状の粒子捕集器構成
に使用すると好都合である。図１Ｂに示すように、導電性プラスチック１０６は、内面１
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０６ａと外面１０６ｂとを有するドーナツ形状である。導電性プラスチック１０６の材料
は、好ましくは、アセチル、ポリカーボネートまたはポリスチレンである。また、４つの
コロナ電極１０８は、導電性プラスチックの内面から突き出た状態で導電性プラスチック
１０６内に埋め込まれ、または堅固に収納されている。図には４つの電極だけを例示する
が、４個より多いまたは４個未満の電極を導電性プラスチックの中に収納しても良い。こ
の放射状構成における電極１０８は、導電性プラスチック材料１０６から等しく離隔され
ている。図１Ｂに示すように、粒子捕集柱１１０は、導電性プラスチック１０６の内部に
堅固に据えられる。捕集柱１１０は、コロナ電極１０８に関して同心的に配置された導電
性材料である。捕集柱１１０は、接地電圧付近の電圧に電気接続され、その表面とコロナ
電極の先端との間に電界を形成するために使用される。電界は、電気的コロナ放電を始動
させ維持するために必要とされる。また、柱電極は、その上に捕集された粒子が着床する
表面も提供する。高電圧直流電源（図示せず）への接続は、図１Ｂに示すように、導電性
プラスチック１０６の外面１０６aから高電圧導電性リング１１８を介して行なうと好都
合である。この接続は安全な電気的動作を与えるために絶縁性接続であることが好ましい
ことに留意されたい。
【００１７】
　上述したように、この図にはただ４個の電極を示すが、通常、コロナ電極の数は４個よ
りはるかに多い。典型的な設計ルールでは、約０．１インチ（２．５４ｍｍ）のコロナ電
極間最小間隔が許される。さらに、また、この図には単一段のコロナ電極を示すが、粒子
捕集のいくつかの用途のためには、複数段のコロナ電極を使用すると好都合である。
【００１８】
　図１Ｂの構成のための主要な設計パラメータは、導電性プラスチック１０６の外面１０
６ａからプラスチック１０６の内部に埋め込まれるコロナ電極１０８表面までの距離であ
る。この距離により、コロナ電極１０８の導電性プラスチック材料１０６内部への侵入深
度が定まる。侵入深度が大きくなればなるほど、バラスト／電気抵抗の値が低くなる。距
離は約０．０１インチ（０．２５４ｍｍ）から約０．５インチ（１２．７ｍｍ）の範囲で
あり、通常は０．１インチ（２．５４ｍｍ）から０．５インチ（１２．７ｍｍ）未満の範
囲にすると好都合である。好ましくは、この距離はバラスト抵抗組立体１０４の製造中に
制御される。この距離は、導電性プラスチック１０６の外面１０６ａと各コロナ電極１０
８との間の電気抵抗を変化させ、また装置１００の電圧絶縁破壊も決定する。
【００１９】
　他の設計パラメータには、導電性プラスチックのバルク抵抗率、プラスチックへの電源
接続の形状および方向、ならびに上述したように電源接続を絶縁するオプションが含まれ
る。バルク抵抗率は、好ましくは、通常１０８オーム・センチメートルから１０１０オー
ム・センチメートルの範囲である。導電性プラスチックのバルク抵抗率を変化させること
によって、バルク抵抗値と電圧絶縁破壊とを制御することができる。同一の形態であれば
、より高いバルク抵抗率はより高いバラスト抵抗率を生じさせる。また、より高いバルク
抵抗率は、材料の両端間により高い絶縁破壊電圧も生じさせる。これは、大部分の材料が
電圧の非線形関数である絶縁破壊電圧を有するという事実に起因する。すなわち、材料の
両端間の電圧がその材料の絶縁破壊電圧を越えて高くなると、この装置を通過する電流は
、電圧の小さな変化に対して著しく増加する（例、ダイオード）。この用途に適用可能な
バルク抵抗率の範囲内にある導電性プラスチックは、主として、少量の導電性ドープ材料
を含む純プラスチックである。アセチル、ポリカーボネートおよびポリスチレンなどの純
プラスチックは高い絶縁破壊電圧を有する。この特性は、導電性ドーパントが純プラスチ
ックに加えられた時には著しく低下する。従って、より高いバルク抵抗率材料は、より高
い絶縁破壊電圧特性を有する傾向がある。また、導電性プラスチックの内部への電源接触
／接続の侵入深度を変えることによっても、バルク抵抗値を変える（制御する）ことがで
きる。電源接続の侵入深度は電源接続から導電性プラスチックまでの距離であり、通常は
０．１インチ（２．５４ｍｍ）より大きく０．５インチ（１２．７ｍｍ）未満にすると好
都合である。上述のように、侵入深度を大きくすればするほど、バラスト抵抗が小さくな
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る。さらに、電源接続を様々な形状および方向にパターン化すると、バラスト回路のバル
ク抵抗値を都合よく制御することができる。例えば、プラスチック材料の周辺部に沿った
複数の地点で接続すること、または、侵入接続距離ならびに接続面の幅および／または長
さを変えると、バルク抵抗率を増加または減少させることができる。
【００２０】
　図２Ａに、本発明の別の実施例による静電式粒子捕集バラスト装置１００を説明する概
略図を示す。この図は、装置１００の平面的構成の概略を示すものであるが、この装置は
他の幾何学的構成でも構築できることに留意されたい。装置１００は、好ましくはポリカ
ーボネートまたは類似の機械的等級のプラスチック材料から成る本体１０２を有し、装置
本体１０２の内側には多電極バラスト回路１０４が配置される。回路１０４は、図２Ａに
示すように、抵抗素子として導電性プラスチック１０６を有しており、導電性プラスチッ
ク１０６からはコロナ電極１０８のコロナ・アレイが突き出ている。また、捕集表面１１
０も含まれる。捕集表面１１０は、平坦な表面を有する平面であり、導電性材料で形成し
、図示するように導電性プラスチック１０６から隔てて配置すると好都合である。図２Ａ
に示すように、捕集プレート１１０は、導電性プラスチック１０６の向かい側に、好まし
くはコロナ電極１０８に向かい合って配置される。この実施例では、プレート１１０を導
電性プラスチック１０６およびコロナ電極１０８に対して位置付けまたは支持する別個の
構成（図示せず）が存在する。捕集表面１１０は、コロナ電極１０８からの電気的コロナ
放電を始動させ維持する領域を提供する。また、本図には平板導体（例えば、導電性テー
プまたは薄い金属細片１１８）も示す。平板胴体は、高電圧ワイヤー（図示せず）を介し
て電源（図示せず）への接続を行うために、図のように導電性プラスチック１０６を覆う
。
【００２１】
　図２Ｂに、図２Ａのコロナ電極１０８を切断して得られる装置１００のバラスト回路１
０４の断面概略を示す。バラスト回路１０４は平面状形状であるように構成されているこ
とに留意されたい。従って、このバラスト回路１０４は平面的粒子捕集器構成に使用する
と好都合である。図２Ｂに示すように、導電性プラスチック１０６も、頂面１０６ｃと底
面１０６ｄとを有する平面形状にすると好都合である。さらに、２１個のコロナ電極１０
８を、導電性プラスチック１０６の底面１０６ｄから突き出た状態で示す。２１個の電極
を例示するが、２１個の電極よりも多いまたはそれ未満の電極を導電性プラスチックの中
に収納しても良い。この平面的構成における電極１０８は互いに等間隔に隔てられている
。図２Ｂにおいて、粒子捕集プレート１１０は好ましくは平面形状であって、導電性プラ
スチック１０６から隔てられている。高電圧直流電源への接続を、図２Ｂに示す高電圧導
電性テープ／細片１１８を介して導電性プラスチック１０６の頂面１０６ｃを通じて行な
うと好都合である。この接続は安全な電気的動作を与えるために絶縁性接続であることが
好ましいことに留意されたい。
【００２２】
　上述したように、この図は単に２１個のコロナ電極を示すが、通常、コロナ電極の数は
これよりはるかに多い。典型的な設計ルールでは、約０．１インチ（２．５４ｍｍ）のコ
ロナ電極最小間隔が許される。さらに、この図は単一段のコロナ電極を示すが、複数段の
コロナ電極を粒子捕集のいくつかの用途のために使用しても良い。
【００２３】
　この構成についての主要な設計パラメータは、導電性プラスチック１０６の頂面１０６
ｃからプラスチックの内部に埋め込まれるコロナ電極１０８表面までの距離である。図１
Ｂに関連して説明した放射状構成と同様に、図２Ｂの平面的構成におけるこの距離により
、コロナ電極１０８の導電性プラスチック材料１０６内部への侵入深度が定まる。侵入深
度が大きくなればなるほど、バラスト／電気的抵抗の値が低くなる。この距離は、約０．
０１インチ（０．２５４ｍｍ）から約０．５インチ（１２．７ｍｍ）の範囲であり、典型
的には０．１インチ（２．５４ｍｍ）より大きく０．５インチ（１２．７ｍｍ）未満の範
囲にすると好都合である。この距離は、バラスト回路組立体１０４の構築中に制御される
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。この距離は、導電性プラスチック１０６の外面１０６ｃと各コロナ電極１０８との間の
電気抵抗を変化させ、従って、装置１００の電圧絶縁破壊を決定する。
【００２４】
　他の設計パラメータには、プラスチックのバルク抵抗率、プラスチックへの電源接続の
形状および方向、ならびに上述したように電源接続を絶縁するオプションが含まれる。図
１Ａの放射状構成に関して上述したように、図２Ｂの平面的構成に関するバルク抵抗率は
、好ましくは、通常１０８オーム・センチメートルから１０１０オーム・センチメートル
の範囲である。導電性プラスチックのバルク抵抗率を変化させることによって、バルク抵
抗と電圧絶縁破壊とを制御することができる。
【００２５】
　本発明はバラスト回路の放射状構成および平面状構成だけを説明しているが、静電式粒
子捕集装置により必要とされる制約条件を保持するならば、粒子捕集形態の変化に適合す
るために他の幾何学的構成も利用できることに留意されたい。本明細書では、本発明の概
念を組み込んだ様々な実施例を詳細に記述しているが、当業者にあっては本発明の精神お
よび範囲から逸脱することなく、これらの概念を組み入れた多くの変形例を容易に考案す
ることが可能であろう。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１Ａ】本発明の実施形態による静電式粒子捕集装置を示す概略図である。
【図１Ｂ】本発明の一実施形態による図１Ａの回路の断面を示す概略図である。
【図２Ａ】本発明の他の実施形態による静電式粒子捕集装置を示す概略図である。
【図２Ｂ】本発明の他の実施形態による図２Ａの回路の断面を示す概略図である。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２Ｂ】



(10) JP 2009-509755 A 2009.3.12

10

20

30

40

【国際調査報告】



(11) JP 2009-509755 A 2009.3.12

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｂ０３Ｃ   3/08     (2006.01)           Ｂ０３Ｃ   3/08    　　　　          　　　　　
   Ｂ０３Ｃ   3/40     (2006.01)           Ｂ０３Ｃ   3/40    　　　Ａ          　　　　　
   Ｂ０３Ｃ   3/64     (2006.01)           Ｂ０３Ｃ   3/64    　　　Ａ          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,L
C,LK,LR,LS,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG
,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100107401
            弁理士　高橋　誠一郎
(74)代理人  100106183
            弁理士　吉澤　弘司
(74)代理人  100120064
            弁理士　松井　孝夫
(72)発明者  プレッシャー，　ティモシー　アレン
            アメリカ合衆国　０８０６０　ニュージャーシィ，イースタントン，マンチェスター　ロード　５
            ８
(72)発明者  ワーシャンスキイ，　スティーヴン
            アメリカ合衆国　１０３０８　ニューヨーク，スタッテン　アイランド，エヴァーグリーン　スト
            リート　１０３
Ｆターム(参考) 4D054 BA02  BA06  BB06  BB08  BC02  BC09  CA20 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

